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№1    〒699-1221雲南市大東町飯田５３－４ 大島健作                              

【はじめに】この便りは私が今までに出会った方、これから出会う方、

お知り合いご近所の方にお渡しして、何かのお役立ちになることを願い

作りました。文章が主体でデザイン性はありません。お時間のある時に

読んで頂きますと大変に喜びます。どうぞ宜しくお願いします。 

【元気の意味とは何ですか？】と問われると、健康や勢いなどが浮かび

ますが、７年前にある方から「元」は神様のような天地創造の存在で、

その方の意志が「気」だと教えてもらいました。つまり「元気」は使命

や志などの奥深い意味があると知り驚きました。そんなことも知らず、

平成１８年から毎日「元気便り」というブログを書いていますが、元気

の意味を胸にしっかり刻んで日々を過ごしたいと思う今日この頃です。 

 

【お役立ち】は日本特有の美しくて尊い言葉です。人に世の中に何かの

役に立つと気持が良くて幸せ感に浸り、自信や希望や勇気や自分は自分

でいいんだという自己肯定感も生まれます。多くの企業や会社やお店が

このお役立ちを指針にしておられるのではないかと推測します。 

 

そんな情報を耳にしたのか分かりませんが、９年前に「お役立ち屋」と

いう名前を作りました。屋は酒屋や米屋など昔から使われ、今もなお、

この言葉が残っています。屋には愛着を感じます。そうしたことから、

「お役立ち屋」となったのですが、商標などは取得していないので、宜

しかったらお使い下さい。広告・ニュースレター・名刺等に書かれたら

面白いと思います。代表の代わりに「お役立ち屋」いかがでしょうか。 
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そんな「元気」と「お役立ち」はお互いに関連（リンク）して、良い

影響を相互に与え合って、良き物が生まれるのではないかと考えました。 

 

さて、私は言葉を作ることが好きでお役立ちの様々な物を紹介します。 

 

「お役立ち屋」 よく聞く便利屋とは考え方や方向性が違います。果たして

これから何が出来るのか、まずは名前を知ってもらいたいと願っています。 

 

「お役立ちカード」 （夢バージョン幸せバージョン各１枚で100円です）  

   夢バージョン 「夢が実現する可能性があるからこそ、人生はおもしろい」 他 

  幸せバージョン「幸せとは、なるものではなく、感じるもの。たくさんの幸せを

感じる習慣で人生が変わる」他 

「お役立ちレター」激安でお店や会社の特長・取組み・商品などを地域

の皆様にお知らせする仕組です。まだ実績ゼロですが、全国に広げたい

と意気込んでいます。ハガキ片面モノクロ４８文字、費用1000円です。 

（興味ありましたらお問合せ下さい。資料を無料で送ります） 

 

「元気・お役立ちサポートセンター」を作りたいです！ 

 

・困りごと相談、悩み解決（例 スマホ操作方法の指導、冠婚葬祭他） 

・シニアの方と若者（学生さんや生徒さん含む）の交流、学びの場 

・催し事やイベント、セミナー、勉強会、情報交換会などの活用の場 

・お手軽オフィスとして活用 １日1000円 １ヶ月１万円 

 （冷暖房完備、駐車場有、複合コピー機有、ネット環境完備） 

・起業相談、起業支援、仲間作り、いきがい作り、楽しみ作り 他 

・事業発展、商売繁盛 などのサポート、応援 

まだ、構想段階で内容も場所もこれからです。クラウドファンディング

で資金を集めて実現する方法もあります。地域に、人に、そして自分に

役立つセンターを一緒に作りませんか！ご連絡お待ちしています。 
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【様々なチャレンジをして全国に広めたい】  元気便り ７月１４日～１7日 

「元気・お役立ちサポートセンター」は全国どの地域にもある諸課題を

解決する「アンテナショップ」にしたら面白いのではというアイデアが

浮かびました。と言っても、全ての課題に対応できる訳ではありません。

出来ることは限られています。例えば、 

・空き店舗を活用して商店街の活性化にお役立ち。 

・シニア層の就活と生きがい作りにお役立ち。 

・若者（学生・生徒含む）の能力開発・夢発見にお役立ち。 

・ワンコインお役立ちセミナーで全ての人にお役立ち。（リモートでも） 

・超激安料金でインターネット上にお店・会社紹介の場を作るお役立ち 

ネットで見れて、印刷も可能なので、チラシやニュースレターに活用。

名前は「ネットレター」（制作費 5500円 更新費１回 1000 円）  

基本情報の他に顔写真やコメント等を入れて、ニュースレター風に。 

 ９月中にスタート。ウェブサイトのある方も自社誘導のメリットも。 

 

アンテナショップは消費者の反応やトレンドを探るための直営店舗で、

様々なチャレンジをして全国に広めたいと意気込む今日この頃です。 

 

【夢を達成する方法】の１つに夢を書いてみる、唱えてみる、というの

があります。私は毎朝ワンコの散歩の時に「○○ができてありがとうご

ざいます」と唱えています。〇〇は５つ位あって、唱えると達成できた

という良い意味での勘違いになります。もしも夢が達成できたら、どん

なに素晴らしいなあと思う今日この頃です。なお、私が毎日書いている

元気便りの最後はこの言葉に、２つのサイトから読むことが出来ます。 

 

【雲南元気学校】は１２年前の夢発表会にエントリーした時に作った言

葉です。翌年から２年間講演会等をこの名前で主催しましたが、その後

は休止状態で今年より再開しています。今のところ名前だけがある状態

で実績は少ないですが、今後に期待したいと思う今日この頃です。 
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【まずは身近な家庭・地域・職場などでお役立ち】の意識を持つと、何

かが変わるかもしれないと考えました。日々の生活で日常していること

を「当たり前」から「お役立ち」に替えてみるのです。朝起きてトイレ

に行くことも、ご飯を食べることも、すべての毎日の出来事をお役立ち

と捉えると心が元気になるかもしれません。 

 

大島健作の自己紹介（ハガキ名刺）令和6年7月17日現在 

【私の展望】の１つは、ハガキ名刺を有効活用することでお店や会社や個人

がより元気に良くなるのが認められて、全国各地で多くの方が積極的に実践

されその効果などを情報共有する勉強会も生まれるお役立ち展開です。 

【ハガキ名刺】は私が作った言葉です。通常の名刺に比較してハガキは

紙面も広く、プロフィール他様々な情報を入れることにより、相手の方

と親しくなれる効果などが得られます。詳しくは研究会サイトにて。 

【大島健作 ミニプロフィール】昭和28年生まれ71歳。前職の建材店で多くの

情報誌や冊子を発行。店消失後はフリーターとなり様々な職業を経験中で、「お

金をかけずに自分で作るニュースレター」で、お店や会社が発展するお手伝い

をしたいと意気込んでいます。現在はゴルフ練習場とコンビニで働いています。 

【終わりに】この便りは私の今後の展望を載せているニュースレターで

夢や志が実現する１つの手法を実証したいと願う今日この頃です。 

題字 しもやん      
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